
釈
文
の
訂
正
と
追
加

（八
）

か
た

だ

石
川

・
堅

田

Ｂ

遺

跡

窮

一
δ

生

三

三
二
号
）

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
堅
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
七
月
―

一
九
九
九
年

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
口
宗
治

・
谷
日
明
伸

・
向
井
裕
知

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
中
頃
―

一
五
世
紀
初
頭

７
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

本
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
三
号
に
わ
た
り
紹
介
し
た
。
そ

の
後
報
告
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、
釈
文
を
訂
正

・
追
加

す
べ
き
も
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（訂
正
四
点
、
追
加
七
点
）
の
で
、
改
め
て
報

告
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
屋
敷
地
の
拡

張
に
伴

っ
て
埋
め
ら
れ
た
旧
西
堀
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
か
ら

一
二
点

命
つ
ち
一
点
は
将
棋
の

駒
）、
西
堀
Ｓ
Ｄ

一
一
か
ら
四
点
、
北
堀
Ｓ
Ｄ

一
二
か
ら
人
点
、
包
含
層
か
ら

四
点
、
出
土
地
不
詳
の
も
の
一
点
、
計
二
人
点
と
な
る
。
但
し
、
こ
れ
以
外
に

木
簡
番
号
を
付
し
て
整
理
し
て
い
る
も
の
に
、
井
戸
Ｓ
Ｋ
三

一
一
出
上
の
墨
画

板

命
島
×
】
×
じ

が
あ
る
。
な
お
、
将
棋
の
駒
に
は
木
簡
番
号
を
付
し
て
い

な
い
。
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摩詞般若波羅蜜

ｏ　　　　多心経　　　ｏｌ‐

観自在菩薩行深股若　　７

波羅蜜多時照見五経　　摩

皆空度一切苦厄舎利子　ｗ

色不異空空不異色　　　１１

色即是空空即是色

受想行識不復如是

舎利子是諸法空相

不生不減不垢不浄

不増不減是故空中

無色元受想行識不

眼耳鼻舌身意

元色声香味触法元

限界乃至元意識界

元元明亦元元明尽

乃至元□死亦元老

死尽元苦集減道元

智亦元得□元所得

故菩提薩極□般若
（碗）

波羅蜜多故心□塁早

元塁碇故元有恐怖遠

離一切顛倒夢想究

党涅般三世諸仏依

般若波羅蜜多故□

阿繹多羅三狭三□□

故知般若波羅蜜□

是大神児是大明□是

元上児是元等等児□

除一切苦真賞不□

故説般若波羅蜜□

児即説児日

掲諦掲諦　波羅掲□

波羅僧掲諦　菩□□□可

般若心経

八日

弘長参年正月

大阿師敬白

堅
超
熙
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〔導
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不
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塁□元望磯故元有恐□遠日ＨＨ回×
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得阿褥多羅三須三菩□故□□×

多是□神児是大明児是天日ＨＨ回×

一切苦真賃不虚故日ＨＨＨＨ回×

児即説児日

堀諦渇諦　波羅堀諦　波羅僧堀諦×

般若心経

御祈所

奉修年始御願書目録

一　書写般若心経一巻醐剛阿
幅

一　奉講読仁王般若経七□

一　奉読誦金剛般若経三巻

〔対力〕

一　奉読誦観世音経団日ＨＨ回巻

〔悲力〕〔十力〕

一　奉供□□庚□□□
〔卒力〕

一　奉造立大日□□□塔婆廿五本

〔告力征
，
〕　　　〔先力〕

右年時御願節□日□旨□日‐―回兄

師福酢延長心中日――回□国日ＨＨ回中

□□諸人快楽□同国御時日日日回

□願安穏万民国□楽日Ｈ旧回□□

門ヽ戸ヽ息災延命安穏泰平

〔如力〕

奉願告報□件

建長第三正阻酬洵〕

大法師善×
敬白
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一⑩

ｎ
ＩＩ
Ｈ
Ｈ
日一

回

　等
⑤

一

騎馬の武士などを描く墨画板 (第29号 )

一網



釈文の訂正と追加

〔康
應
力
〕

０

　

「　
　
　
□
□

【
羅
力
〕

尊
勝
陀
□
尼
口
川
回

霊
ハ
カ
七
カ
〕

口

月

八

日
」

　

］
ｏ
要

Ｎ
反

『

〓

２‐
Б

第

三

号

⑦

　

「□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ泉
塙
添

ｏ２

第
一九
号

③

　

　

「
と

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
潔

×
怒

×
卜

８

Ｐ

第

一
５

号

⑪

　

「
常

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
毬

益

翼

Ю

駅

μ

空

正

号

包

含

層

⑩

　

「
＜

南

無

観

世

音

井

」

　

　

　

　

　

Ｐ
ｏ
癸

怒

巡

ｏ
常

第

一
一
五
号

出
土
地
不
詳

⑪

　

「
後
三
月

た
だ
い
ま
×

こ
そ
く
た
×

口

回

。
「
そ
候

へ
と
も

×
〔た
力
〕

ほ
り
の
あ

い
口
×

□
を
給
候
ハ
ん
×

□
□
候
あ
い
た
申
×

三

月

一
日

　

　

　

　

　

　

　

（∞
∞
て

（『
μＸ

ω

２‐
一
②

第
一
仄

号

①
②
は
般
若
心
経
な
ど
を
墨
書
し
た
木
簡

（巻
数
板
）
で
あ
る
。
釈
文
に
若

干
の
変
更
が
あ
つ
た
が
、
そ
の
内
容
や
性
格
に
は
特
に
変
更
は
な
い
。
①
も
同

種
の
木
簡
で
、
文
字
の
痕
跡
が
浮
き
上
が
っ
て
残
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
。
木

目
と
直
交
す
る
方
向
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
行
数

・
字
数
と
も

に
不
明
で
あ
る
。
法
量
は
⑪
②
の
横
幅
が
人
Ｏ
Ｏ
ｍｍ
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

０
は
約

一
一
Ｏ
Ｏ
ｍｍ
で
最
も
大
き
い
。
そ
れ
ぞ
れ
、
板
の
端
側
に
孔
が
三
カ
所

あ
る
。
⑪
②
で
は
文
字
間
の
隙
間
に
穿
孔
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
板
を
作
り
墨

書
す
る
工
程
と
孔
を
穿
ち
掛
け
る
工
程
と
に
は
時
間
差
が
窺
わ
れ
る
。
板
の
表

面
や
木
回
の
調
整
に
比
べ
穿
孔
後
調
整
せ
ず
、
孔
が
雑
で
あ
る
こ
と
も
そ
れ
を

証
し
て
い
る
。
孔
は
文
字
間
に
穿
つ
場
合
は
表
か
ら
裏
に
向
か
っ
て
穿
ち
、
文

字
が
確
実
に
な
い
と
こ
ろ
で
は
裏
か
ら
で
も
穿
っ
て
い
る
。
ω
②
と
も
に
紐
で

吊
し
た
痕
跡
が
孔
内
上
部
の
摩
耗
で
確
認
で
き
る
が
、
０
で
は
明
確
で
は
な
い
。

い
は
卒
塔
婆
で
あ
る
。
頭
部
は
平
頭
の
可
能
性
が
高
い
。
働
は
中
将
棋
の
駒

の
龍
馬
か
。

０
は
尊
勝
陀
羅
尼
の
本
札
で
あ
り
、
「尼
」
の
下
は

「
一
巻
日
□
」
で
あ
ろ

う
か
。
左
側
の
月
日
は
六
月
ま
た
は
七
月
の
八
日
で
、
右
側
は
年
号
で
あ
れ
ば

「康
應
」
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
六

・
七
月
が
あ
る
の
は
康
應
元
年

（
〓
一仄

九
）
に
限
ら
れ
、
出
土
遺
物
か
ら
推
察
す
る
北
堀
の
埋
没
年
代
と
の
錯
誤
は
な

い
。
形
態
は
尖
頭
形
で
、
孔
は
文
字
を
避
け
て
穿
っ
て
い
る
が
、
横
木
と
の
圧

着
痕
は
確
認
で
き
ず
、
本
釘
に
よ
り
掛
け
て
い
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。

⑭
ｌ
Ｏ
は
卒
塔
婆
で
下
端
両
側
を
切
り
欠
き
、
剣
先
形
に
は
な
ら
な
い
。
⑤

Ｏ
は
大
日
如
来
の
種
子

「
バ
ン
」
の
梵
字
を
墨
書
し
た
も
の
で
頭
部
は
略
塔
形



を
呈
す
。
⑦
は

一
文
字
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
の
で
種
子
の
可
能
性
が
高
い
。

頭
部
は
平
頭
を
呈
す
が
、
頭
部
厚
を
斜
方
向
に
切
断
し
て
お
り
、
二
次
的
な
切

断
と
考
え
ら
れ
、
本
来
の
頭
部
形
状
で
は
な
い
。

⑩
は
観
世
音
菩
薩
の
卒
塔
婆
で
、
翌
口薩
」
は
草
冠
を
二
つ
重
ね
た
異
体
字

を
用
い
て
い
る
。
頭
部
は
略
碁
形
で
、
下
端
は
二
次
的
切
断
が
確
認
で
き
る
。

⑪
は
折
敷
で
、
両
面
に
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
旧
西
堀
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
か
ら
、
判
読
不
能
の
漆
紙
文
書
七
点

（同
一

資
料
の
断
片
）
が
出
土
し
て
い
る
。

墨
画
板

（第
二
九
号
木
簡
。
但
し
、
墨
書
は
な
い
の
で
本
誌
で
は
木
簡
と
し
て
は
取

り
上
げ
て
い
な
じ

は
意
図
不
明
な
形
状
を
呈
す
る
板
の
両
面
に
墨
描
き
し
た

も
の
で
、
片
面
に
は
立
鳥
帽
子
を
被

っ
た
人
物
が
騎
乗
す
る

（牛
の
可
能
性
も

あ
る
）
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
馬
頭
部
の
大
き
な
角
の
よ
う
な
も
の
は
弓
の
可

能
性
が
あ
る
。
馬
に
は
面
懸
や
胸
懸
、
手
綱
を
表
現
し
た
よ
う
な
線
が
み
ら
れ

る
が
全
体
と
し
て
不
明
瞭
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
も
う
片
面
は
内
容

不
明
の
扇
形
の
意
匠
と
そ
の
下
に
は
三
体
の
人
物
も
し
く
は
三
方
に
も
の
を
乗

せ
た
よ
う
な
絵
が
描
か
れ
る
。
両
面
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
上
方

。
下
方
に
描
か

な
い
空
間
を
も
つ
が
、
絵
と
と
も
に
そ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
本
簡
な
ど
は
、
遺
構
出
土
遺
物
の
年
代
観
や
巻
数
板
の
紀
年
よ
り
、

Ｓ
Ｄ
〇

一
出
土
品
は

一
三
世
紀
中
頃
か
ら
後
葉
、
Ｓ
Ｄ

一
一
。
一
二
出
土
品
は

一
三
世
紀
中
頃
か
ら

一
四
世
紀
末
に
か
け
て
の
年
代
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
た
だ
し
、
Ｓ
Ｄ

一
一
・
一
二
出
土
品
は
そ
の
形
態
や
採
用
す
る
文
字
な

ど
が
Ｓ
Ｄ
〇

一
出
土
品
に
み
ら
れ
な
い
た
め
に
、　
三
二
世
紀
末
以
降
の
も
の
で

あ
る
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
墨
画
板
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｋ
三

一
一
は

一
三
世
紀
末
か
ら

一
四
世
紀
前
半
頃
を
想
定
し
て
い
る
。

な
お
（
巻
数
板
は
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
か
ら
の
み
出
土
し
て
お
り
、
出
土
遺
物
か
ら
追

え
る
巻
数
板
吊
り
は

一
三
世
紀
後
葉
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
後
の
遺
構
か
ら
は
、

転
読
札
や
卒
塔
婆
は
出
土
し
て
い
る
が
、
巻
数
板
に
類
似
し
た
木
簡
も
し
く
は

木
製
品
は
み
ら
れ
な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
が
埋
ま
る

一
三
世
紀
末
以
降
は
居
館
の
平

面
的
な
規
模
は

一
部
堀
の
付
け
替
え
に
よ
り
拡
大
す
る
が
、
内
部
に
建
つ
建
物

の
規
模
や
所
有
す
る
物
資
の
質

・
量
が
低
下
す
る
た
め
に
、
そ
の
居
住
者
に
何

ら
か
の
変
化
が
想
定
で
き
る
。
具
体
的
に
言
及
す
る
材
料
を
も
た
な
い
が
、
本

遺
跡
に
お
い
て
巻
数
板
吊
り
を
行
な
っ
た
、
ま
た
は
行
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
の
は
、
居
館
築
造
当
初
の
一
三
世
紀
代
ま
で
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

８
　
関
係
文
献

金
沢
市

『堅
田
Ｂ
遺
跡
Ｉ

（遺
構

。
図
版
編
産

（金
沢
市
文
化
財
紀
要
一
九
九
、

二
〇
〇
三
年
）

同

『堅
田
Ｂ
遺
跡
Ⅱ

（本
文
と
返
物
編
産

（金
沢
市
文
化
財
紀
要
二
一
三
、
二
〇

〇
四
年
）

同

『堅
田
Ｂ
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
（金
沢
市
文
化
財
紀
要
一
五
一
、　
一
九
九
九

年
）

（向
井
裕
知
）




